
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年10月15日

【四半期会計期間】 第102期第１四半期（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

【会社名】 小津産業株式会社

【英訳名】 OZU CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　中田　範三

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋本町三丁目６番２号

【電話番号】 ０３（３６６１）９４００

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画室長　　稲葉　敏和

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋本町三丁目６番２号

【電話番号】 ０３（３６６１）９４００

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画室長　　稲葉　敏和

【縦覧に供する場所】 小津産業株式会社大阪支店

（大阪府大阪市中央区瓦町二丁目３番10号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

小津産業株式会社(E02842)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第101期
第１四半期
連結累計期間

第102期
第１四半期
連結累計期間

第101期

会計期間
自平成23年６月１日
至平成23年８月31日

自平成24年６月１日
至平成24年８月31日

自平成23年６月１日
至平成24年５月31日

売上高（千円） 9,370,117 9,096,353 35,869,468

経常利益（千円） 122,018 86,464 467,790

四半期（当期）純利益（千円） 120,729 27,113 317,843

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
129,308 35,407 552,561

純資産額（千円） 10,618,028 10,976,092 11,041,089

総資産額（千円） 18,469,804 18,944,490 18,948,158

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
14.43 3.24 38.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.5 57.9 58.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定及び締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に、企業の生産活動や個

人消費は緩やかな回復傾向にありましたが、欧州債務危機による世界経済の減速や円高傾向の長期化などによ

り、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

このような状況のもと、当社グループといたしましては、引き続き「市場ニーズに迅速に対応した高付加価値

商品の提供」を推進し、新製品の開発やグローバルな視点での新規市場開拓に努めるとともに、経費削減による

収益確保に努めてまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は90億96百万円（前年同期比2.9％減）、経常利益は86百万

円（前年同期比29.1％減）、四半期純利益は27百万円（前年同期比77.5％減）となりました。

当第１四半期連結累計期間のセグメント別の状況は以下のとおりであります。

（不織布事業）

主力の不織布製品につきましては、エレクトロニクス関連産業の稼働率が国内・海外ともに低迷しており、特

に海外においては、中国での生産が回復しない中で年末のクリスマス商戦に向けた稼働率の上昇も見られず、売

上高・営業利益ともに低調に推移しました。

また、連結子会社の日本プラントシーダー㈱が担うアグリ分野では、福島第一原子力発電所の近隣地域におけ

る風評被害による作付け低迷の影響や、北海道地域における販売数量の落ち込みなどにより、業績は伸び悩みま

した。

これらの結果、売上高は26億65百万円（前年同期比3.8％減）、セグメント利益は96百万円（前年同期比23.4％

減）となりました。

（家庭紙・日用雑貨事業）

連結子会社のアズフィット㈱が営む家庭紙・日用雑貨事業につきましては、消費者の節約意識と低価格志向の

高まりや安価な輸入品の流入の影響により、トイレットペーパーやティシュペーパーの販売価格は低調に推移し

ました。また、東日本大震災による特需があった前年同期と比べ販売数量も減少し、減収・減益となりましたが、

物流センター統廃合や配送効率化等の効果による販売費の減少がみられました。

これらの結果、売上高は64億15百万円（前年同期比2.5％減）、セグメント損失は７百万円（前年同期は０百万

円のセグメント損失）となりました。

（その他の事業）

その他の事業につきましては、売上高は15百万円（前年同期比17.8％減）、セグメント利益は１百万円（前年

同期比48.0％減）となりました。

　

（注）連結子会社の日本プラントシーダー㈱およびアズフィット㈱の決算期は２月末日のため、当第１四半期連結

累計期間には各社の平成24年３月から平成24年５月の実績が反映されております。　
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（２）財政状態の分析

　（資産）

資産につきましては、前連結会計年度末に比べて３百万円減少し、189億44百万円となりました。主な要因は、

「受取手形及び売掛金」の増加２億43百万円、「現金及び預金」の減少１億64百万円、「建物及び構築物（純

額）」の減少35百万円であります。

　（負債）

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて61百万円増加し、79億68百万円となりました。主な要因は、「支

払手形及び買掛金」の増加68百万円、「短期借入金」の増加40百万円、「未払法人税等」の減少44百万円でありま

す。

　（純資産）

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて64百万円減少し、109億76百万円となりました。主な要因は、

「利益剰余金」の減少73百万円であります。

　

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動　

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、6,913千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループ全体の研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成24年８月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年10月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,435,225 8,435,225
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株　

計 8,435,225 8,435,225 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

 （千株）

発行済株式総
数残高

　（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年６月１日～

平成24年８月31日
－ 8,435 － 1,322,214 － 1,374,758

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 70,000 － 単元株式数　100株　

完全議決権株式（その他） 普通株式　　8,359,000 83,590 同上　

単元未満株式 普通株式　　　　6,225 －
１単元（100株）未満の

株式　

発行済株式総数 8,435,225 － －

総株主の議決権 － 83,590 －

　（注）　　「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権の数１個）含まれており

ます。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

 

②【自己株式等】

 平成24年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　小津産業株式会社
東京都中央区日本橋本町

三丁目６番２号
70,000 － 70,000 0.83

計 － 70,000 － 70,000 0.83

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,772,332 3,607,692

受取手形及び売掛金 5,920,653 6,164,066

商品及び製品 1,215,733 1,241,403

原材料 189,568 221,315

繰延税金資産 61,490 42,704

その他 845,322 778,022

貸倒引当金 △7,314 △14,076

流動資産合計 11,997,786 12,041,127

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,381,752 5,381,752

減価償却累計額 △3,179,269 △3,214,367

建物及び構築物（純額） 2,202,482 2,167,385

機械装置及び運搬具 392,329 395,864

減価償却累計額 △338,966 △343,712

機械装置及び運搬具（純額） 53,363 52,151

土地 1,724,227 1,724,227

リース資産 3,450 3,450

減価償却累計額 △2,127 △2,300

リース資産（純額） 1,322 1,150

その他 143,632 145,546

減価償却累計額 △114,856 △116,571

その他（純額） 28,776 28,975

有形固定資産合計 4,010,172 3,973,889

無形固定資産

のれん 110,279 99,251

リース資産 24,810 18,973

その他 93,456 101,326

無形固定資産合計 228,545 219,551

投資その他の資産

投資有価証券 2,055,988 2,063,730

長期貸付金 34,301 28,152

繰延税金資産 20,705 21,218

その他 622,909 620,307

貸倒引当金 △22,251 △23,487

投資その他の資産合計 2,711,652 2,709,921

固定資産合計 6,950,371 6,903,362

資産合計 18,948,158 18,944,490
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,836,549 3,905,528

短期借入金 850,000 890,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 200,000

1年内償還予定の社債 300,000 300,000

リース債務 25,078 20,578

未払法人税等 74,427 29,451

賞与引当金 32,967 60,460

役員賞与引当金 1,120 －

その他 601,769 586,264

流動負債合計 5,921,912 5,992,283

固定負債

社債 700,000 700,000

長期借入金 750,000 750,000

リース債務 2,263 543

繰延税金負債 318,622 326,197

退職給付引当金 76,605 79,456

役員退職慰労引当金 95,381 81,449

その他 42,284 38,467

固定負債合計 1,985,156 1,976,114

負債合計 7,907,069 7,968,398

純資産の部

株主資本

資本金 1,322,214 1,322,214

資本剰余金 1,374,967 1,374,967

利益剰余金 7,925,225 7,851,956

自己株式 △82,406 △82,427

株主資本合計 10,540,001 10,466,711

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 501,088 509,381

その他の包括利益累計額合計 501,088 509,381

純資産合計 11,041,089 10,976,092

負債純資産合計 18,948,158 18,944,490
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

売上高 9,370,117 9,096,353

売上原価 7,845,227 7,714,733

売上総利益 1,524,889 1,381,620

販売費及び一般管理費 1,405,152 1,301,641

営業利益 119,736 79,978

営業外収益

受取利息 722 708

受取配当金 17,837 22,374

仕入割引 10,519 10,117

持分法による投資利益 17 －

その他 12,957 5,299

営業外収益合計 42,054 38,499

営業外費用

支払利息 9,242 7,522

支払遅延利息 － 21,361

売上割引 766 759

為替差損 23,506 750

持分法による投資損失 － 580

その他 6,257 1,039

営業外費用合計 39,772 32,013

経常利益 122,018 86,464

特別利益

固定資産売却益 30 －

保険返戻金 27,462 －

受取保険金 33,542 －

その他 1,067 －

特別利益合計 62,102 －

特別損失

固定資産除却損 70 －

投資有価証券評価損 － 8,358

災害による損失 3,359 －

その他 160 －

特別損失合計 3,589 8,358

税金等調整前四半期純利益 180,531 78,106

法人税、住民税及び事業税 35,561 28,909

法人税等調整額 24,240 22,083

法人税等合計 59,802 50,992

少数株主損益調整前四半期純利益 120,729 27,113

少数株主利益 － －

四半期純利益 120,729 27,113
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 120,729 27,113

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,579 8,293

その他の包括利益合計 8,579 8,293

四半期包括利益 129,308 35,407

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 129,308 35,407

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成24年８月31日）

　　該当事項はありません。 

 

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成24年８月31日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

　 （千円） （千円）

減価償却費 64,182 60,114

のれんの償却額 11,027 11,027

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月26日

定時株主総会
普通株式 83,654 10平成23年５月31日平成23年８月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月28日

定時株主総会
普通株式 100,382 12平成24年５月31日平成24年８月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

不織布
家庭紙・
日用雑貨

計

売上高        

外部顧客への売上

高
2,769,5416,581,5949,351,13518,9829,370,117 － 9,370,117

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

5,134 2,798 7,933 35,65543,588△43,588 －

計 2,774,6756,584,3929,359,06854,6379,413,706△43,5889,370,117

セグメント利益又は

損失（△）
126,614△112 126,501　 2,295128,797△9,060119,736

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、日本橋やさい事業、不動産賃貸

事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額9,060千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

不織布
家庭紙・
日用雑貨

計

売上高        

外部顧客への売上

高
2,665,3126,415,4329,080,74415,6089,096,353 － 9,096,353

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

6,096 2,425 8,522 35,23743,759△43,759 －

計 2,671,4096,417,8579,089,26750,8469,140,113△43,7599,096,353

セグメント利益又は

損失（△）
96,993△7,17689,817　 1,192 91,009△11,03079,978

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額11,030千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14円43銭 ３円24銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 120,729 27,113

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 120,729 27,113

普通株式の期中平均株式数（株） 8,365,396 8,365,215

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年10月15日

小津産業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　満夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小津産業株式会社

の平成24年６月１日から平成25年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小津産業株式会社及び連結子会社の平成24年８月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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